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・ 16日に発表された昨年12月のユーロ圏の消費者物価の確報値（ＥＵ統一基準）は前年比＋0.8％と速報

値から不変で、前月（同＋0.9％）から上昇率が僅かながら縮小した。コア物価も速報値同様に同＋

0.7％と、統計開始以来の最低水準を更新した。 

・ 新たに公表されたコア物価の詳細な内訳をみると、前月から上昇率が縮小ないし下落率が拡大した主

な項目は、家財道具（同＋0.6％→同＋0.5％）、輸送サービス（同＋2.4％→同＋1.4％）、通信機器

（同▲10.0％→同▲11.6％）、オーディオ・写真・情報機器（同▲5.2％→同▲5.6％）、娯楽用品・

庭・ペット関連（同＋1.1％→同＋0.9％）、パッケージ旅行（同＋7.9％→同＋1.8％）、宿泊（同＋

6.5％→同＋0.8％）、理美容（同＋0.6％→同＋0.5％）、宝飾品（同▲1.0％→同▲1.5％）など。 

・ このうち最大の撹乱要因となっているパッケージ旅行は、主にドイツでの統計技術的な要因が影響。

この点は先のＥＣＢ会合でドラギ総裁も指摘した通り。さらに、前年同月の裏（前年の上昇率に断層

が生じていることにより、前年比の伸び率が高め/低めに出やすい）の影響で、来月は衣料と医療が高

めに、宿泊が低めに出やすい。また、フランスで付加価値税率が引き上げられたことで、物価計数全

般に上押し圧力が働く。ただ、こうした統計技術的な要因は別にしても、コア物価は徐々に上昇ペー

スが縮小しており、インフレ圧力は減退している。当面はディスインフレ基調が続く公算が大きい。 

注：税制変更による影響を除いた指数

出所：Eurostat 出所：Eurostat

■ユーロ圏の消費者物価（前年比） ■エネルギーを除く消費者物価（前年比）
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2013 2013
1Q 2Q 3Q 4Q 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

消費者物価 （前期比） 0.4 0.1 0.5 -0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.0 -0.2 0.0 0.1

（前年比） 1.9 1.4 1.3 0.8 1.4 1.6 1.6 1.3 1.1 0.7 0.9 0.8
コア消費者物価 （前年比） 1.4 1.1 1.1 0.8 1.2 1.2 1.1 1.1 1.0 0.8 0.9 0.7
食料品 （前年比） 2.6 3.0 2.8 1.3 3.2 3.2 3.3 3.0 2.2 1.4 1.1 1.4
アルコール （前年比） 2.6 2.8 2.6 2.7 2.6 2.9 2.7 2.5 2.5 2.7 2.7 2.8
タバコ （前年比） 4.6 3.9 5.2 4.0 3.8 3.7 4.9 5.4 5.4 4.0 4.0 4.0
エネルギー （前年比） 3.2 0.3 0.1 -0.9 -0.2 1.6 1.6 -0.3 -0.9 -1.7 -1.1 0.0

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。　出所：Eurostat 


